
○ 平成２１年度　研修実施状況調査

自施設 他施設 外部 全体数 日数 時間 開催日

内 1
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後１年目

13 0 0 13 1日間 2.0時間 ４月２４日

内 2
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後１年目

13 0 0 13 1日間 8.0時間 ５月１日

内 3
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後１年目

13 0 0 13 1日間 1.0時間
７月１６
日

内 4
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後１年目

13 0 0 13 2日間 2.0時間
９月９
日・１６
日

内 5
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後１年目

13 0 0 13 1日間 8.0時間
１月２０
日

内 6
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後１年目

13 0 0 13 1日間 8.0時間
２月１８
日

内 7
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後１年目

13 0 0 13 1日間 8.0時間 ３月５日

内 8
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後３年目

26 0 0 26 2日間 2.0時間
５月２０
日・　２
１日

内 9
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後３年目

26 0 0 26 2日間 2.0時間
１１月１
８日・１
９日

内 10
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後３年目

26 0 0 26 2日間 2.0時間
３月１７
日・　１
８日

内 11
看護部卒後
研修

看護基礎
看護師卒
後３～５
年目

13 0 0 13 1日間 2.0時間
６月１０
日

内 12
看護部卒後
研修

プリセプ
ター研修

看護師卒
後３～５
年目

13 0 0 13 2日間 2.0時間
９月１６
日・　３
０日

内 13
看護部卒後
研修

プリセプ
ター研修

看護師卒
後３～５
年目

13 0 0 13 1日間 2.0時間 ９月３０日

内 14
看護部卒後
研修

プリセプ
ター研修

看護師卒
後３～５
年目

13 0 0 13 1日間 2.0時間
２月２４
日

内 15
看護部卒後
研修

プリセプ
ター研修
（Ｈ２２年
度）

看護師卒
後３～５
年目

0 0 1日間 2.0時間
３月１０
日

内 16
看護部看護
実践

看護実践
（糖尿病）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
５月１５
日

内 17
看護部看護
実践

看護実践
（糖尿病）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
９月１７
日

時間
内・外

№ 研修の名称 種類
受講対象

者

受講者数 研修期間



内 18
看護部看護
実践

看護実践
（糖尿病）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
１月１３
日

内 19
看護部看護
実践

看護実践
（認知症）

卒後４年
目以上

6 0 0 6 1日間 2.0時間
６月２４
日

内 20
看護部看護
実践

看護実践
（認知症）

卒後４年
目以上

7 0 0 6 1日間 2.0時間
１０月１
５日

内 21
看護部看護
実践

看護実践
（認知症）

卒後４年
目以上

7 0 0 6 1日間 2.0時間
１月２７
日

内 22
看護部看護
実践

看護実践
（神経・筋
難病）

卒後４年
目以上

4 0 0 4 1日間 2.0時間
６月２９
日

内 23
看護部看護
実践

看護実践
（神経・筋
難病）

卒後４年
目以上

4 0 0 4 1日間 2.0時間
１２月８
日

内 24
看護部看護
実践

看護実践
（神経・筋
難病）

卒後４年
目以上

4 0 0 4 1日間 2.0時間
２月１０
日

内 25
看護部看護
実践

看護実践
（実習指導
者）

卒後４年
目以上

8 0 0 8 1日間 2.0時間
６月１７
日

内 26
看護部看護
実践

看護実践
（実習指導
者）

卒後４年
目以上

8 0 0 8 1日間 2.0時間
１０月２
１日

内 27
看護部看護
実践

看護実践
（実習指導
者）

卒後４年
目以上

8 0 0 8 1日間 2.0時間
２月１７
日

内 28
看護部看護
実践

看護実践
（口腔ケ
ア）

卒後４年
目以上

8 0 0 8 1日間 2.0時間
６月１８
日

内 29
看護部看護
実践

看護実践
（口腔ケ
ア）

卒後４年
目以上

8 0 0 8 1日間 2.0時間
１１月５
日

内 30
看護部看護
実践

看護実践
（口腔ケ
ア）

卒後４年
目以上

8 0 0 8 1日間 2.0時間 ３月３日

内 31
看護部看護
実践

看護実践
（排泄ケ
ア）

卒後４年
目以上

4 0 0 4 1日間 2.0時間 ６月３日

内 32
看護部看護
実践

看護実践
（排泄ケ
ア）

卒後４年
目以上

4 0 0 4 1日間 2.0時間 ７月１日

内 33
看護部看護
実践

看護実践
（排泄ケ
ア）

卒後４年
目以上

3 0 0 4 1日間 2.0時間
１月２１
日

内 34
看護部看護
実践

看護実践
（看護研
究）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
４月１１
日

内 35
看護部看護
実践

看護実践
（看護研
究）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
６月２０
日

内 36
看護部看護
実践

看護実践
（看護研
究）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間 ８月５日

内 37
看護部看護
実践

看護実践
（看護研
究）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
１１月２
日

内 38
看護部看護
実践

看護実践
（看護研
究）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
２月２５
日

内 39
看護部看護
実践

看護実践
（看護研
究）

卒後４年
目以上

7 0 0 7 1日間 2.0時間
３月１３
日

内 40
看護部療養
介助員

接遇・安
全・環境

療養介助
員全員

16 0 0 16 3日間 1.0時間

５月２７
日・　２
８日・６
月４日



内 41
看護部療養
介助員

接遇・安
全・環境

療養介助
員全員

16 0 0 16 3日間 1.0時間

１０月７
日・１４
日１１月
１６日

内 42
看護部療養
介助員

接遇・安
全・環境

療養介助
員全員

16 0 0 16 3日間 1.0時間

１月１８
日・２月
１日・１
５日

内 43
看護部看護
助手

接遇・安
全・環境

看護助
手・業務
技術員

11 0 0 11 1日間 1.0時間
５月２７
日

内 44
看護部看護
助手

接遇・安
全・環境

看護助
手・業務
技術員

11 0 0 11 1日間 1.0時間 ３月１日

内 45

平成２１年
度神経・筋
難病看護エ
キスパート
ナース研修

専門研修

九州ブ
ロック内
に勤務し
「神経・
筋難病患
者が入院
している
病棟で勤

2 15 0 17 4日間 27.0時間
10月26日
～29日

内 46
第8回神
経・筋難病
看護研修

専門研修

長崎県・
佐賀県内
の看護師
関連機関
保健師

19 19 3日間 20.0時間
11月11日
～11月13
日

内 47
平成２１年
度在宅ケア
学習会

地域医療従
事者研修

長崎県・
佐賀県内
の看護師
関連機関
医療職及
び院内職
員

27 38 65 5日間 10時間

6月5日・
9月25
日・11月
27日・1
月29日・
3月12日

外 48
平成２１年
度呼吸理学
療法研修

専門研修
（集合教
育）

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

20 1 21 1日間 1.5時間
５月１３
日

外 49

平成２０年
度臨床研究
部活動報告
及び研究発
表会

一般研修
（研究発
表）

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

32 32 1日間 3.0時間
５月２３
日

外 50
漢方の使い
方～鍵と鍵
穴

一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

52 52 1日間 1.0時間 6月17日

外 51 褥瘡研修会
褥瘡管理
（集合教
育）

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

46 46 1日間 1.0時間 7月24日

外 52
平成２１年
度伝達講習

専門研修
（集合教
育）

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

37 37 1日間 5.0時間
７月２８
日

内 53 健康教室
健康啓蒙活
動

地域住民 42 42 1日間 1.0時間
７月２４
日

外 54 NST研修
褥瘡管理
（集合教
育）

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

37 37 １日間 １時間
９月１１
日



外 55
排泄ケア研
修

専門研修
（集合教
育）

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

75 4 79 １日間 ２時間
９月２９
日

外 56
地域連携学
習会

地域医療従
事者研修

院外医療
機関・福
祉施設職
員・院内

20 65 85 １日間 ２時間
１０月８
日

外 57
内服・与薬
について

薬物管理研
修

看護師 53 53 １日間 １時間
１０月１
４日

外 58 伝達講習 一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

52 52 １日間 １時間
１２月８
日

外 59 伝達講習 一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

43 43 １日間 １時間
１２月９
日

外 60 伝達講習 一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

35 35 １日間 １時間
１月１９
日

外 61
民間への視
点

一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

79 79 １日間 １時間
１月２６
日

外 62 伝達講習 一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

45 45 １日間 １時間
２月１０
日

外 63 伝達講習 一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

27 27 １日間 １時間
２月２３
日

外 64
プレゼンに
ついて

一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

65 65 １日間 １時間 ３月３日

外 65
医療につい
て

一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

75 75 １日間 ２時間 ３月８日

外 66
地域連携パ
スについて

一般研修

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

83 13 96 １日間 ２時間
３月１５
日

外 67
院内感染対
策

院内感染予
防対策

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

90 90 １日間 ２時間
４月２８
日

外 68
院内感染対
策

院内感染予
防対策

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

57 57 １日間 ２時間 ７月９日



外 69
院内感染対
策

院内感染予
防対策

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

51 51 １日間 ２時間
１０月１
５日

外 70
認知症に対
するスキル
アップ研修

集合教育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

50 50 9日間 １時間
6月～７
月

外 71
認知症に対
するスキル
アップ研修

集合教育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

60 60 8日間 １時間
9月～10
月

外 72
認知症に対
するスキル
アップ研修

集合教育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

13 13 １日間 １時間 11月

外 73
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

51 51 １日間 １時間
４月２１
日

外 74
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

49 49 １日間 １時間
５月１４
日

外 75
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

45 45 １日間 1.5時間
５月２５
日

外 76
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

62 62 １日間 １時間
６月１６
日

外 77
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

31 31 １日間 1時間
６月１８
日

外 78
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

97 97 １日間 1時間
６月２６
日

外 79
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

82 82 １日間 1時間 ７月８日

外 80
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

26 26 １日間 1時間
７月２３
日

外 81
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

48 48 １日間 1時間
９月１５
日



外 82
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

50 50 １日間 1時間
１０月９
日

外 83
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

26 26 １日間 １時間
１０月１
３日

外 84
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

25 25 2日間 1時間
１０月１
６日～１
７日

外 85
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

32 32 １日間 1時間
１１月９
日

外 86
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

36 36 １日間 1時間
１１月１
３日

外 87
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

57 57 １日間 1時間
１２月３
日

外 88
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

25 25 １日間 1時間
１２月１
４日

外 89
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

103 103 １日間 2時間 １月８日

外 90
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

114 114 １日間 2時間
１月２８
日

外 91
医療安全研
修

医療安全教
育

医師・看
護師・薬
剤師・
コメディ
カル・事

40 40 １日間 1.5時間
３月２５
日



長崎川棚医
療センター

１．看護部の理念と基本方針を理解し組織
人のつぃて責任ある行動がとれる
２．根拠に基づいた基本的看護技術を習得
し安全に看護を提供できる

１．看護部の理念につ
いての講義
２．グループワーク

アクティナース
による看護技術
チェック
研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．看護部の理念と基本方針を理解し組織
人のつぃて責任ある行動がとれる
２．根拠に基づいた基本的看護技術を習得
し安全に看護を提供できる

１．就職説明会の準備
（グループ活動）広
報・パンフレット・プ
レゼンテーションの作

就職説明会後の
レポート

長崎川棚医
療センター

１．看護部の理念と基本方針を理解し組織
人のつぃて責任ある行動がとれる
２．根拠に基づいた基本的看護技術を習得
し安全に看護を提供できる

１．デモンストレー
ション

研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．看護部の理念と基本方針を理解し組織
人のつぃて責任ある行動がとれる
２．根拠に基づいた基本的看護技術を習得
し安全に看護を提供できる

１．プリセプターとの
合同研修

研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．看護部の理念と基本方針を理解し組織
人のつぃて責任ある行動がとれる
２．根拠に基づいた基本的看護技術を習得
し安全に看護を提供できる

１．受け持ち患者につ
いての報告会
２．看護技術チェック
３．次年度採用者看護
師研修の準備（グルー
プ活動）

研修後アンケー
ト調査　　　技
術チェック

長崎川棚医
療センター

１．看護部の理念と基本方針を理解し組織
人のつぃて責任ある行動がとれる
２．根拠に基づいた基本的看護技術を習得
し安全に看護を提供できる

１．次年度採用者看護
師研修の準備（グルー
プ活動）

研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．看護部の理念と基本方針を理解し組織
人のつぃて責任ある行動がとれる
２．根拠に基づいた基本的看護技術を習得
し安全に看護を提供できる

２．次年度採用者看護
師研修の準備（グルー
プ活動）

研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．　看護実践の中で個別生のある看護技
術が提供でき、リーダーシップが発揮でき
る

１．グループワーク
研修後アンケー
ト調査　　年間
活動計画立案

長崎川棚医
療センター

２．　看護実践の中で個別生のある看護技
術が提供でき、リーダーシップが発揮でき
る

１．経過報告会

研修後アンケー
ト調査
年間活動中間評
価

長崎川棚医
療センター

３．　看護実践の中で個別生のある看護技
術が提供でき、リーダーシップが発揮でき
る

１．年間取り組みした
ことの発表会

研修後アンケー
ト調査
年間活動最終評
価

長崎川棚医
療センター

１．プリセプターとしての自分の役割を理
解し、新人看護師を計画的、段階的に指
導・育成できる

１．グループワーク
研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

２．プリセプターとしての自分の役割を理
解し、新人看護師を計画的、段階的に指
導・育成できる

１．卒後１年目との合
同研修

研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

３．プリセプターとしての自分の役割を理
解し、新人看護師を計画的、段階的に指
導・育成できる

１．グループワーク
研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

４．プリセプターとしての自分の役割を理
解し、新人看護師を計画的、段階的に指
導・育成できる

１．グループワーク
研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

５．プリセプターとしての自分の役割を理
解し、新人看護師を計画的、段階的に指
導・育成できる

１．講義
２．グループワーク

研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．糖尿病の知識・技術を深め、糖尿病担
当看護師としてのリーダーシップを発揮す

１．グループワーク
２．グループ活動

研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．糖尿病の知識・技術を深め、糖尿病担
当看護師としてのリーダーシップを発揮す

１．グループワーク
２．グループ活動

研修後アンケー
ト調査

研修会場 研修目的 主な研修内容
研修効果の
把握方法



長崎川棚医
療センター

１．糖尿病の知識・技術を深め、糖尿病担
当看護師としてのリーダーシップを発揮す

１．事例検討会
研修後アンケー
ト調査

長崎川棚医
療センター

１．認知症を正しく理解し、患者のＱＯＬ
の向上を目指した看護を提供する

１．ロールプレイング
２．グループワーク

研修後レポート

長崎川棚医
療センター

１．認知症を正しく理解し、患者のＱＯＬ
の向上を目指した看護を提供する

１．年間活動目標の中
間評価報告
２．グループワーク

年間活動の中間
評価

長崎川棚医
療センター

１．認知症を正しく理解し、患者のＱＯＬ
の向上を目指した看護を提供する

１．事例検討会
年間活動の最終
評価

長崎川棚医
療センター

１．難病患者の思いに近づき、その人の大
切にしているものへのかかわりができる

１．グループワーク
研修前レポート
研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

１．難病患者の思いに近づき、その人の大
切にしているものへのかかわりができる

１．事例検討会 事例レポート

長崎川棚医
療センター

１．難病患者の思いに近づき、その人の大
切にしているものへのかかわりができる

１．事例報告会
事例レポート最
終評価

長崎川棚医
療センター

１．実習指導者として臨地実習での学生に
対する教育効果の向上を図る

１．グループワーク
研修後アンケー
ト　　　　年間
活動会計画立案

長崎川棚医
療センター

１．実習指導者として臨地実習での学生に
対する教育効果の向上を図る

１．グループワーク
研修後アンケー
ト　　　　年間
活動会中間評価

長崎川棚医
療センター

１．実習指導者として臨地実習での学生に
対する教育効果の向上を図る

１．ロールプレイング
研修後アンケー
ト　　　　年間
活動会最終評価

長崎川棚医
療センター

１．口腔ケアの標準化を目指し、知識・技
術を高めるとともに病棟の中で実践モデル
として活躍できる

１．グループワーク
研修後レポート
年活動計画立案

長崎川棚医
療センター

１．口腔ケアの標準化を目指し、知識・技
術を高めるとともに病棟の中で実践モデル
として活躍できる

１．グループワーク
年間活動中間評
価

長崎川棚医
療センター

１．口腔ケアの標準化を目指し、知識・技
術を高めるとともに病棟の中で実践モデル
として活躍できる

１．グループワーク
年間活動最終評
価

長崎川棚医
療センター

１．人の尊厳を守る排泄ケアを考え、患者
にあった適切な排泄ケアを提供する

１．グループワーク
研修後アンケー
ト　　　　年間
活動計画立案

長崎川棚医
療センター

１．人の尊厳を守る排泄ケアを考え、患者
にあった適切な排泄ケアを提供する

１．グループワーク
研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

１．人の尊厳を守る排泄ケアを考え、患者
にあった適切な排泄ケアを提供する

１．年間活動報告会
年間活動最終評
価

長崎川棚医
療センター

１．看護研究の方法について知識を高め、
看護研究活動を通し看護の質の向上を目指
す

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．看護研究の方法について知識を高め、
看護研究活動を通し看護の質の向上を目指
す

１．講義 事例検討会

長崎川棚医
療センター

１．看護研究の方法について知識を高め、
看護研究活動を通し看護の質の向上を目指
す

１．講義 看護研究計画書

長崎川棚医
療センター

１．看護研究の方法について知識を高め、
看護研究活動を通し看護の質の向上を目指
す

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．看護研究の方法について知識を高め、
看護研究活動を通し看護の質の向上を目指
す

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．看護研究の方法について知識を高め、
看護研究活動を通し看護の質の向上を目指
す

１．看護研究発表 看護研究発表

長崎川棚医
療センター

１．療養介助員としての必要な知識・技
術・態度を習得し実践する
２．療養介助員としての役割が遂行できる
能力を養う

１．グループワーク
２．ロールプレイ

研修後アンケー
ト　　　　年間
活動計画立案



長崎川棚医
療センター

１．療養介助員としての必要な知識・技
術・態度を習得し実践する
２．療養介助員としての役割が遂行できる
能力を養う

１．グループワーク
研修後アンケー
ト　　　　年間
活動中間評価

長崎川棚医
療センター

１．療養介助員としての必要な知識・技
術・態度を習得し実践する
２．療養介助員としての役割が遂行できる
能力を養う

１．ロールプレイ
研修後アンケー
ト　　　　年間
活動最終立案

長崎川棚医
療センター

１．安全な移動・移送の方法を習得でき
る。
２．患者サービスにおける接遇の重要性を

１．講義
２．演習

研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

１．安全な移動・移送の方法を習得でき
る。
２．患者サービスにおける接遇の重要性を

１．グループワーク
研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

神経・筋難病患者の看護の質向上を図るた
めに、患者個々に応じた専門的アセスメン
ト及び看護実践ができる能力を育成する。

１．主な神経・筋疾
患・看護についての講
義・演習
２．疾患の特殊性に起
因する医療安全
３．事例検討会

事前レポート
研修後アンケー
ト調査
事後レポート

長崎川棚医
療センター

在宅看護に従事する保健師・看護師、神
経・筋難病病棟等に勤務する看護師に対し
て、神経・筋難病に関する知識を深めると
友に、施設間の連携を築き、難病看護の室
の向上を図ることを目的とする。

１．講義：神経・筋疾
患及び看護に関するこ
と
２．神経筋難病におけ
る医療安全

事前レポート
研修後アンケー
ト調査
事後レポート

長崎川棚医
療センター

神経難病・重症脳卒中後遺症症例の在宅療
養が円滑に行えるよう、当院が中心となり
院内外の在宅医療・介護関係者が集い、知
識の習得を図る

１．脳卒中の予防と急
性期診療
２．動作介助～ベッド
上体位変換と移乗動作
～　　　　３．褥瘡
４．DBSについて　５．
神経難病　６．胃瘻造

研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

１．呼吸理学療法について 1．講義・演習

長崎川棚医
療センター

1．神経内科医師・脳神経外科医師　２．
作業療法士　３．看護師が発表　４．臨床
研究部の活動報告

１．研究発表

長崎川棚医
療センター

漢方の使い方～鍵と鍵穴 １．講義

長崎川棚医
療センター

褥瘡予防について（栄養管理） １．講義

長崎川棚医
療センター

退院調整看護師の役割について
１．退院調整看護師研
修（７月７日～１０
日）の伝達

川棚町社会
福祉協議会

脳卒中予防について １．講義

長崎川棚医
療センター

適切な褥瘡予防マットレスの選択について １．講義



長崎川棚医
療センター

その人の人格を尊重したケア～排泄ケアを
中心に～

１．講義　２．演習

長崎川棚医
療センター

１．新型インフルエンザの基礎知識と感染
対策２．新型インフルエンザの当院の院内
感染対策３．新型インフルエンザ予防

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．患者さんが確実に服薬できるための看
護行為とは

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．神経筋難病看護２．循環器看護３．認
知症看護

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．手術室看護 １．講義

長崎川棚医
療センター

１．がんチーム医療研修：がん化学療法に
ついて（看護師・薬剤師）

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．民間人校長として思うこと １．講義

長崎川棚医
療センター

１．院内感染対策研修（医師・看護師） １．講義

長崎川棚医
療センター

１．ナースコールについて２．長期入院の
ADL向上に関する研修

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．プレゼンテーションについて １．講義

長崎川棚医
療センター

１．医療に対する思いと医療従事者に望む
こと

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．脳卒中に関する知識、脳卒中地域連携
パスについて

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．多剤耐性緑膿筋、疥癬、新型インフル
エンザ

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．食中毒 １．講義



長崎川棚医
療センター

１．新型インフルエンザ １．講義

長崎川棚医
療センター

１．認知症に関する基礎知識 １．講義
研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

１．認知症に関する基礎知識 １．講義
研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

１．認知症に関する基礎知識 １．講義
研修後アンケー
ト

長崎川棚医
療センター

１．KYT・RCA研修 １．演習

長崎川棚医
療センター

１．BLS研修 １．講義・演習

長崎川棚医
療センター

１．RCA研修 １．演習

長崎川棚医
療センター

１．SPO２の見方、時間薬について １．講義・演習

長崎川棚医
療センター

１．MRIと上手に付き合うために １．講義

長崎川棚医
療センター

１．医療コンフリクトマネージメント １．講義

長崎川棚医
療センター

１．医療コンフリクトマネージメント １．講義

長崎川棚医
療センター

１．栄養管理部門におけるリスクマネージ
メント

１．講義

長崎川棚医
療センター

１．RCA事検討会 １．演習



長崎川棚医
療センター

１．酸素療法 １．講義・演習

長崎川棚医
療センター

１．安全な移乗動作の介助・介護 １．講義・演習

長崎川棚医
療センター

１．医療安全推進担当者会議
１．講義・グループ
ワーク

長崎川棚医
療センター

１．RCA事検討会 １．演習

長崎川棚医
療センター

１．DBS/サリドマイドなどハイリスク管理
薬について

１．演習

長崎川棚医
療センター

針刺し事故現状マニュアル解説と報告 １．講義

長崎川棚医
療センター

１．転倒、身体抑制・ドレーン管理 １．講義・演習

長崎川棚医
療センター

１．あなたのための医療紛争防止講座 １．講義

長崎川棚医
療センター

１．医療事故の経験から伝えること １．講義

長崎川棚医
療センター

１．年間取組報告会 １．発表会
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